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石
油
業
界
に
お
い
て
透

明
か
つ
公
平
な
卸
価
格
指

標
の
構
築
が
重
要
課
題
と

な
る
中
、
米
国
最
大
の
価

格
指
標
会
社
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｓ

（
オ
ー
ピ
ス
＝
オ
イ
ル
・

プ
ラ
イ
ス
・
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
）

が
15
日
、
石
油
専
門
紙
を

対
象
に
記
者
会
見
を
開
催

し
た
。

　

当
日
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

ク
ロ
ッ
テ
ィ
最
高
経
営
責

任
者
が
、
同
社
の
提
供
す

る
価
格
指
標
の
評
価
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
同

社
の
ラ
ッ
ク
（
日
本
の
国

内
陸
上
相
当
）
指
標
は
米

国
最
大
で
、
約
４
０
０
ヵ

所
の
各
タ
ー
ミ
ナ
ル
ご
と

に
計
３
万
種
類
提
供
さ

れ
、
卸
価
格
に
高
い
影
響

力
を
誇
る
。
日
本
市
場
で

は
複
数
の
指
標
が
競
争
す

る
こ
と
で
、
価
格
指
標
が

透
明
化
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
先
般
、
国

内
参
入
を
発
表
し
た
米
国

系
大
手
プ
ラ
ッ
ツ
に
続
く

動
き
に
な
る
の
か
、
同
社

の
戦
略
が
注
目
さ
れ
る
。

　

同
社
は
１
９
８
１
年
か

ら
米
国
市
場
で
透
明
性
の

高
い
ラ
ッ
ク
指
標
の
提
供

を
始
め
、
そ
の
後
、
ス
ポ

ッ
ト
（
日
本
の
国
内
海
上

相
当
）
市
場
へ
と
事
業
拡

大
。
現
在
は
米
国
に
お
い

て
唯
一
、
ス
ポ
ッ
ト
、
ラ

ッ
ク
、
小
売
と
い
う
３
市

場
の
価
格
指
標
を
提
供
。

欧
州
、
ア
ジ
ア
の
両
市
場

に
も
進
出
し
、
日
本
に
も

支
社
を
構
え
る
。

　

今
回
の
来
日
で
元
売
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
商
社
な
ど
約

20
社
を
訪
問
し
た
ク
ロ
ッ

テ
ィ
最
高
経
営
責
任
者
は

「
日
本
の
価
格
指
標
の
仕

組
み
を
調
査
し
て
い
る
ほ

か
、
我
々
が
米
国
で
成
功

を
収
め
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、

日
本
に
お
い
て
よ
り
良
い

価
格
情
報
が
提
供
で
き
る

の
か
を
分
析
し
て
い
る
。

日
本
で
は
価
格
指
標
の
透

明
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
た

だ
、
市
場
は
国
に
よ
っ
て

全
く
違
う
た
め
、
米
国
の

成
功
例
で
上
手
く
い
く
と

は
限
ら
な
い
。
重
要
な
の

は
日
本
の
特
性
を
完
全
に

把
握
す
る
こ
と
」と
説
明
。

　

そ
の
う
え
で
「
米
国
に

は
価
格
情
報
会
社
が
３
社

あ
る
が
、
日
本
に
は
実
質

的
に
１
社
し
か
な
い
。
価

格
情
報
会
社
が
お
互
い
に

競
争
す
る
こ
と
は
良
い
こ

と
で
、
そ
れ
が
日
本
の
石

油
業
界
に
プ
ラ
ス
に
な

る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

日
本
市
場
の
商
慣
習
に
つ

い
て
は
「
〝
事
後
調
整
〞

と
い
う
も
の
を
初
め
て
聞

い
た
。
米
国
で
も
リ
ベ
ー

ト
は
存
在
す
る
が
、
事
前

に
石
油
販
売
業
者
に
公
表

さ
れ
る
。
量
販
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
リ
ベ
ー
ト
も
明

確
に
提
示
さ
れ
る
。
日
本

の
石
油
販
売
業
者
の
方
々

は
本
当
に
難
し
い
困
難
な

立
場
に
あ
る
と
思
う
」
と

指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
米
国
に
お
け
る

情
報
提
供
の
手
法
に
つ
い

て
説
明
。
同
社
で
は
１
日

中
の
市
場
取
引
す
べ
て
を

観
察
し
、
そ
の
価
格
情
報

を
取
り
ま
と
め
提
供
す
る

仕
組
み
を
採
用
。
米
国
は

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
多
く
、
１

つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
８
〜

15
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

（
精
製
・
卸
業
者
）
が
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
１
日

で
約
２
０
０
万
件
の
価
格

情
報
を
取
扱
い
、
そ
れ
を

３
万
種
類
に
処
理
し
顧
客

に
提
供
し
て
い
る
。

　

「
ラ
ッ
ク
指
標
は
必
ず

し
も
成
約
ベ
ー
ス
で
は
な

く
、
売
り
手
と
買
い
手
の

両
方
か
ら
情
報
を
入
手
し

ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
。
米
国
で
は
卸
業
者
、

元
売
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
オ

ー
ピ
ス
連
動
で
取
引
を
し

て
い
る
」
と
説
明
。
ま
た
、

「
ス
ポ
ッ
ト
市
場
は
取
引

の
成
約
件
数
が
20
〜
40
件

あ
り
、
そ
の
高
値
・
安
値

・
中
値
を
提
供
し
て
い
る
」

と
し
た
。

手
探
り
状
態
で
自
家
発
を
稼
働
さ
せ
給
油
を
再

開
し
た
フ
ル
キ
石
油
・
一
の
宮
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

18
日
か
ら
は
被
災
者
ら
の
ガ
ソ
リ
ン
給
油

も
再
開
し
行
列
が
発
生
し
た
一
の
宮
Ｓ
Ｓ

　

特
に
熊
本
県
阿
蘇
地
方

は
、
が
け
崩
れ
や
道
路
の

陥
没
・
寸
断
な
ど
で
交
通

網
に
大
き
な
支
障
が
生

じ
、
送
電
網
の
崩
壊
な
ど

か
ら
停
電
も
続
く
混
乱
の

中
で
、
中
核
Ｓ
Ｓ
や
非
常

用
発
電
機
を
所
有
す
る
一

般
Ｓ
Ｓ
が
自
家
発
電
を
行

い
な
が
ら
、
緊
急
車
両
と

地
元
住
民
な
ど
に
対
す
る

給
油
作
業
に
奮
闘
。ま
た
、

深
夜
の
地
震
発
生
直
後
か

ら
開
店
し
て
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
向
け
の
配
達
に

駆
け
回
る
な
ど
、迅
速
・
柔

軟
に
小
口
の
燃
料
配
送
を

続
け
て
い
る
。一
方
、熊
本

市
内
で
は
入
荷
を
受
け
て

営
業
を
再
開
す
る
Ｓ
Ｓ
が

増
え
、
給
油
待
ち
の
車
列

は
解
消
へ
と
向
か
っ
た
。

　

県
内
に
は
熊
本
石
商

（
三
角
清
一
理
事
長
）
の

組
合
員
が
運
営
す
る
中
核

Ｓ
Ｓ
が
28
ヵ
所
、
小
口
燃

料
配
送
拠
点
が
11
ヵ
所
あ

り
、
被
災
地
を
中
心
に
緊

急
車
両
な
ど
へ
の
安
定
供

給
責
務
を
果
た
す
た
め
尽

力
し
て
い
る
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

【
阿
蘇
＝
熊
本
】
熊
本

地
震
で
大
き
な
被
災
を
受

け
、
全
面
的
な
停
電
が
長

引
く
阿
蘇
市
内
で
、
中
核

Ｓ
Ｓ
が
緊
急
対
応
を
実
践

し
、
地
域
の
安
定
供
給
を

支
え
る
た
め
、
稼
働
を
続

け
て
い
る
。

　

市
内
で
中
核
Ｓ
Ｓ
と
し

て
の
設
備
を
備
え
る
フ
ル

キ
石
油
（
阿
蘇
市
一
の
宮

町
、
古
木
正
行
社
長
・
忠

エ
ネ
系
）
の
一
の
宮
災
害

対
応
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

夜
中
発
生
し
た
地
震
直
後

か
ら
、
停
電
の
中
、
手
探

り
状
態
で
自
家
発
電
機
を

稼
働
さ
せ
、
地
域
へ
の
燃

料
供
給
を
開
始
、
営
業
を

続
け
て
い
る
。
相
次
ぐ
激

震
が
襲
う
中
で
、
同
Ｓ
Ｓ

の
田
上
誠
所
長
に
よ
る

と
、
警
察
、
消
防
、
市
役

所
、
九
電
工
な
ど
に
燃
料

供
給
を
行
っ
た
ほ
か
、
深

夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軽

油
の
配
達
も
行
い
緊
急
要

請
に
も
対
応
し
た
。
田
上

所
長
ら
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
は

不
眠
不
休
の
状
態
で
、
石

油
製
品
供
給
に
孤
軍
奮
闘

　

【
熊
本
】
14
日
午
後
９
時
26
分
ご
ろ
に
最
大
震
度
７
、
16
日
午
前
１
時
25
分
ご
ろ
に
本
震
と
さ
れ
る
震

度
６
強
を
記
録
す
る
な
ど
大
き
な
揺
れ
が
頻
発
し
た
「
熊
本
地
震
」
の
被
災
地
で
は
、
中
核
Ｓ
Ｓ
お
よ
び

小
口
燃
料
配
送
拠
点
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
元
の
石
油
販
売
業
者
・
Ｓ
Ｓ
が
懸
命
に
燃
料
供
給
を
続
け
て

い
る
。 

（
２
面
関
連
記
事
）

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は

16
日
、
藤
井
敏
彦
資
源
・

燃
料
部
長
名
で
、
石
油
連

盟
（
木
村
康
会
長
）
に
対

し
、
熊
本
地
震
に
よ
る
石

油
安
定
供
給
確
保
の
一
環

と
し
て
、
加
盟
す
る
石
油

精
製
元
売
各
社
に
お
い
て

被
災
地
の
中
核
Ｓ
Ｓ
へ
の

重
点
継
続
供
給
が
徹
底
さ

れ
る
よ
う
要
請
し
た
。
14

日
夜
の
前
震
に
次
ぐ
、
16

日
未
明
の
本
震
が
襲
っ
た

熊
本
県
内
で
は
、
熊
本
市

内
や
周
辺
市
町
村
、
阿
蘇

地
方
な
ど
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
お
り
、
自
衛

隊
や
消
防
・
警
察
な
ど
の

災
害
応
急
対
策
活
動
用
車

両
な
ど
へ
の
優
先
給
油
対

象
車
両
に
対
す
る
燃
料
供

給
の
迅
速
か
つ
確
実
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
、
中
核
Ｓ
Ｓ
と
し
て
責

務
を
果
た
し
て
い
る
。

　

18
日
か
ら
は
ロ
ー
リ
ー

到
着
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
緊

急
車
両
限
定
の
対
応
を
解

除
、
被
災
住
民
ら
へ
の
ガ

ソ
リ
ン
給
油
も
開
始
し

た
。
中
核
Ｓ
Ｓ
の
前
に
は

給
油
を
待
つ
長
い
車
列
が

伸
び
、
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
が

奔
走
し
給
油
作
業
に
あ
た

っ
た
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

「
熊
本
地
震
」
に
よ
っ

て
閉
鎖
し
て
い
た
熊
本
県

内
の
Ｓ
Ｓ
は
、
全
石
連
や

元
売
各
社
の
集
計
で
19
日

朝
ま
で
に
休
止
し
て
い
た

１
４
４
ヵ
所
が
営
業
を
再

開
し
た
こ
と
が
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
調
べ
で
わ
か

っ
た
。

　

県
内
の
Ｓ
Ｓ
は
計
７
９

７
ヵ
所
。
地
震
に
よ
る
停

電
、
断
水
、
施
設
・
設
備

の
損
壊
な
ど
に
よ
っ
て
16

日
午
後
７
時
現
在
、
２
４

９
ヵ
所
が
営
業
で
き
な
く

な
っ
た
。
そ
の
後
、
復
旧

が
進
み
、
19
日
午
前
６
時

現
在
、
全
体
で
は
約
８
割

に
あ
た
る
６
９
２
ヵ
所
で

営
業
し
て
い
る
。
ま
た
緊

　

【
名
古
屋
】
愛
知
石
協

（
宇
佐
美
三
郎
理
事
長
）

は
15
日
、
経
済
産
業
省
中

部
経
済
産
業
局
（
波
多
野

淳
彦
局
長
）
と
「
災
害
時

に
お
け
る
石
油
製
品
の
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
た
。災
害
時
に
備
え
、

官
公
需
に
関
し
協
定
調
印

の
組
合
か
ら
の
燃
料
供
給

に
努
め
る
趣
旨
の
閣
議
決

定
を
受
け
た
も
の
。
全
国

８
経
産
局
で
地
元
組
合
と

災
害
時
の
協
定
を
結
ん
だ

の
は
中
部
が
初
め
て
。

　

調
印
は
名
古
屋
市
中
区

の
石
油
会
館
で
行
わ
れ
、

中
部
経
産
局
の
壁
谷
勢
津

子
石
油
課
長
と
同
石
協
の

浅
田
俊
広
専
務
理
事
が
、

災
害
時
に
経
産
局
が
指
定

す
る
車
両
や
非
常
用
電
源

設
備
へ
の
優
先
給
油
な
ど

を
条
文
化
し
た
協
定
書
に

押
印
し
た
。

　

前
夜
に
熊
本
県
で
大
地

震
が
起
こ
り
、
県
内
各
地

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
翌
朝
の
調
印
式
と
あ
っ

て
、
壁
谷
課
長
は
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
５
年
と
１

ヵ
月
で
今
度
は
熊
本
で
地

震
が
発
生
し
た
。
大
災
害

は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
協
力
関
係
を
密
に

万
一
に
備
え
た
い
」
と
話

し
た
。

　

昭
和
シ
ェ
ル
石
油
は
20

日
か
ら
の
Ｓ
Ｓ
向
け
週
決

め
仕
切
り
を
通
知
し
た
。

特
約
店
筋
に
よ
る
と
、
前

週
比
で
ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
、

軽
油
、
Ａ
重
油
と
も
２
円

の
値
上
げ
と
し
た
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

Ｅ
Ｍ
Ｇ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
は
19
日
か
ら
の
系
列
向

け
仕
切
り
を
通
知
し
た
。

代
理
店
・
特
約
店
に
よ
る

と
、
前
週
比
で
ガ
ソ
リ
ン

は
１
円
の
値
上
げ
と
し

た
。
一
方
軽
油
は
前
週
比

で
据
え
置
い
た
。
ガ
ソ
リ

ン
は
２
週
ぶ
り
の
値
上
が

り
と
な
る
。

急
車
両
に
優
先
給
油
す
る

中
核
Ｓ
Ｓ
は
県
内
に
34
ヵ

所
あ
り
、
こ
の
う
ち
32
ヵ

所
が
営
業
中
。
大
き
な
被

害
を
受
け
た
益
城
町
で
５

ヵ
所
、
南
阿
蘇
村
で
３
ヵ

所
、
高
森
町
で
５
ヵ
所
が

営
業
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
に
は
住
居
が
大

き
な
被
害
を
受
け
、
車
中

に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
自

家
発
電
機
を
使
っ
て
給
油

し
て
い
る
Ｓ
Ｓ
も
あ
る
。

エ
ネ
庁
は
「
熊
本
市
内
な

ど
の
Ｓ
Ｓ
の
品
薄
状
態
は

ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。

熊
本
が
総
代
会

開
催
延
期
決
定

　
【
熊
本
】熊
本
石
商（
三

角
清
一
理
事
長
）
は
「
熊

本
地
震
」
の
た
め
に
５
月

23
日
に
予
定
し
て
い
た
２

０
１
６
年
度
総
代
会
を
延

期
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

熊
本
県
内
で
は
益
城

町
、
阿
蘇
地
方
を
中
心
に

Ｓ
Ｓ
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
を

考
慮
し
て
延
期
す
る
こ
と

に
し
た
。
総
代
会
の
開
催

日
は
後
日
、
検
討
す
る
。

油
店
（
山
部
慎
一
社
長
・

Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
、
熊
本
石
商
阿

蘇
支
部
長
）
は
、
自
家
発

電
機
を
使
っ
て
消
防
車
を

優
先
し
て
燃
料
を
補
給
、

一
般
客
に
も
最
後
ま
で
給

油
を
続
け
た
。

　

同
Ｓ
Ｓ
も
地
震
に
よ
っ

て
停
電
し
、
計
量
機
が
作

動
で
き
な
く
な
っ
た
。
消

防
車
を
は
じ
め
給
油
客
が

続
々
訪
れ
た
た
め
、
山
部

社
長
ら
は
す
ぐ
に
自
家
発

電
機
を
作
動
さ
せ
て
給
油

作
業
を
開
始
。
緊
急
自
動

車
へ
の
給
油
が
終
っ
た

ら
、
一
般
車
両
に
も
給
油

し
た
。
だ
が

17
日
夕
ま
で

に
タ
ン
ク
の

在
庫
は
ゼ
ロ

に
な
り
、
給

油
で
き
な
く

な
っ
た
。

　

一
方
で
、

東
燃
ゼ
ネ
ラ

ル
石
油
の
タ

ン
ク
ロ
ー
リ

ー
は
寸
断
さ

れ
た
道
路
を

避
け
、
通
行

で
き
る
道
路

を
探
し
な
が
ら
運
行
し
、

18
日
午
前
中
、
山
部
石
油

店
に
到
着
し
た
。
停
電
は

ま
だ
回
復
し
て
お
ら
ず
、

自
家
発
電
機
を
作
動
さ
せ

て
供
給
開
始
し
、
次
々
に

訪
れ
る
車
に
給
油
し
た
。

普
段
と
は
反
対
に
客
の
方

が
ス
タ
ッ
フ
に
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お

礼
を
言
う
姿
も
あ
っ
た
。

　

山
部
社
長
の
自
宅
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
余

震
が
あ
る
た
め
、
家
族
は

自
宅
を
離
れ
て
車
の
中
に

寝
泊
り
し
て
い
る
。
山
部

社
長
は
「
地
域
の
人
た
ち

の
た
め
に
も
空
っ
ぽ
に
な

る
ま
で
給
油
し
た
。
ロ
ー

リ
ー
が
着
い
た
と
き
は
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
お

客
様
か
ら
お
礼
を
言
わ
れ

る
な
ん
て
…
」
と
Ｓ
Ｓ
・

石
油
の
大
切
さ
を
改
め
て

か
み
し
め
て
い
た
。

　

阿
蘇
市
内
牧
の
山
部
石 山部支部長

愛知　

中
部
経
産
局
と
災
害
協
定

地場業者が懸命の燃料供給

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
全
国
に

整
備
さ
れ
た
中
核
Ｓ
Ｓ
と
小
口
配
送

拠
点
。
今
回
の
熊
本
地
震
で
は
、
大

き
な
余
震
が
続
く
中
で
、
こ
れ
ら
の

Ｓ
Ｓ
や
配
送
拠
点
が
緊
急
車
両
や
避

難
所
、
病
院
な
ど
の
緊
急
施
設
に
燃

料
を
届
け
て
い
る
。
中

核
Ｓ
Ｓ
で
は
な
い
も
の

の
あ
ら
か
じ
め
自
家
発

電
機
を
用
意
し
て
い
た

Ｓ
Ｓ
も
、
地
下
タ
ン
ク

の
燃
料
が
尽
き
る
ま
で

フ
ル
稼
働
で
供
給
を
続

け
て
い
る
。元
売
の「
災

害
時
石
油
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
燃

料
補
給
も
行
わ
れ
て
い
る
。
実
質
的

に
３
・
11
以
来
、
初
め
て
の
本
格
的

な
災
害
時
の
燃
料
供
給
対
応
が
、
い

ま
、
ま
さ
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
は
巨

大
な
地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
沿
岸
部

を
中
心
に
深
刻
な
被
害
が
発
生
し

た
。
ま
だ
小
雪
も
降
る
３
月
、
ス
ト

ー
ブ
用
の
灯
油
や
食
糧
を
調
達
す
る

た
め
自
動
車
用
燃
料
を
求
め
て
Ｓ
Ｓ

に
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
し
か
し
、

停
電
の
た
め
に
計
量
機
は
動
か
ず
、

Ｓ
Ｓ
マ
ン
は
地
下
タ
ン
ク
の
ガ
ソ
リ

ン
を
手
回
し
で
汲
み
上
げ
て
給
油
し

た
。
時
間
も
か
か
る
し
、
Ｓ
Ｓ
マ
ン

の
手
は
マ
メ
だ
ら
け
に
な
っ
た
。

　

そ
の
時
の
経
験
か
ら
全
石
連
は
、

停
電
し
て
も
迅
速
に
燃
料
を
供
給
す

る
た
め
自
家
発
電
機
を
備
え
た
Ｓ
Ｓ

を
増
や
す
よ
う
国
の
支
援
対
策
を
要

望
し
た
。
そ
し
て
制
度
化
さ
れ
た
の

が
「
石
油
製
品
流
通
網
維
持
強
化
事

業
」
で
あ
り
、
自
家
発
電
機
を
備
え

た
中
核
Ｓ
Ｓ
や
小
口
配
送
拠
点
の
整

備
だ
っ
た
。
現
在
、
全
国
に
中
核
が

約
１
６
０
０
ヵ
所
、
小
口
が
約
５
０

０
ヵ
所
あ
る
。

　

熊
本
地
震
で
は
14
日
の
震
度
７
の

激
し
い
地
震
で
広
範
囲
で
停
電
が
発

生
し
た
が
、
早
期
に
停
電
は
解
消
さ

れ
た
。
し
か
し
、
16
日
の
深
夜
に
起

き
た
本
震
と
さ
れ
る
震
度
６
強
の
地

震
で
阿
蘇
地
域
に
送
電
し
て
い
る
鉄

塔
が
倒
壊
。
巨
大
カ
ル
デ
ラ
地
帯
の

な
べ
底
に
あ
た
る
南
阿
蘇
村
や
阿
蘇

市
な
ど
で
は
電
力
供
給
が
ス
ト
ッ
プ

し
孤
立
状
態
に
な
っ
た
。
停
電
は
今

後
も
当
分
続
く
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
自
家
発
電
機
を
備
え
る

こ
の
地
域
の
中
核
Ｓ
Ｓ
な
ど
が
重
要

な
燃
料
供
給
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
自
宅
も
被
害
を
受
け
た
経

営
者
や
ス
タ
ッ
フ
が
Ｓ
Ｓ
に
駆
け
つ

け
、
給
油
に
来
る
緊
急
車
両
や
被
災

住
民
の
車
両
へ
の
給
油
や
燃
料
切
れ

の
避
難
所
な
ど
に
昼
夜
を
問
わ
ず
燃

料
を
配
送
し
て
い
る
。

　

ま
だ
、停
電
は
続
い
て
お
り
、こ
の

状
態
で
の
供
給
が
続
く
。
元
売
各
社

は
連
携
計
画
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の

稼
働
し
て
い
る
自
家
発
電
の
Ｓ
Ｓ
に

燃
料
補
給
を
行
っ
て
い
る
が
系
列
に

こ
だ
わ
っ
て
こ
の
連
携
が
崩
れ
た
ら

被
災
地
に
燃
料
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
。
被
災
地
へ
の
供
給
責

任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
系
列
を
越

え
た
精
販
連
携
が
試
さ
れ
て
い
る
。

論 説

ク
ロ
ッ
テ
ィ
最
高
経
営
責
任
者

㊧
と
チ
ャ
ン
ア
ジ
ア
取
締
役

地
震
直
後
か
ら
中
核
Ｓ
Ｓ
・
小
口
配
送

拠
点
な
ど
の
稼
働
状
況
確
認
に
奮
闘
す

る
熊
本
石
商
事
務
局

昭
シ

Ｅ
Ｍ　

Ｇ
卸
１
〜
２
円
上
げ

米ＯＰＩＳ

複
数
の
価
格
指
標
で
卸
し
透
明
化

日
本
市
場
参
入
に
意
欲

Ｓ
Ｓ
営
業
再
開
が
進
む　

庁ネエ

庁ネエ　

中
核
Ｓ
Ｓ
へ
の
供
給
要
請

熊本地震

自
家
発
も
活
用
、給
油
継
続

中
核
Ｓ
Ｓ
・

小
口
配
送
拠
点

　

軸
に
安
定
供
給

震
は
依
然
と
し
て
大
き
な

余
震
が
頻
発
し
て
お
り
、

熊
本
県
と
大
分
県
の
避
難

者
数
は
18
日
現
在
で
も
９

万
以
上
に
達
し
て
い
る
。

各
地
の
避
難
所
で
は
頻
発

す
る
余
震
に
お
び
え
な
が

ら
不
安
な
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
様
子
が
連

日
報
じ
ら
れ
て
い
る
▼

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
」
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
最
近
は
災
害

の
発
生
が
相
次
い
で
い
る

こ
と
か
ら
国
民
や
産
業
界

の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て

い
る
。
特
に
石
油
業
界
で

は
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
て
、
万
が
一
の

災
害
に
備
え
た
対
応
が
進

め
ら
れ
て
き
た
▼
今
回
の

地
震
で
は
東
日
本
大
震
災

以
降
に
整
備
さ
れ
た
災
害

時
石
油
連
携
計
画
が
初
め

て
発
動
さ
れ
、
元
売
・
全

石
連
な
ど
の
協
力
に
よ
る

石
油
製
品
の
供
給
体
制
が

と
ら
れ
た
ほ
か
、
熊
本
県

内
の
中
核
Ｓ
Ｓ
と
小
口
配

送
拠
点
が
災
害
対
応
力
を

発
揮
。
４
月
下
旬
は
津
波

で
Ｓ
Ｓ
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
地

上
タ
ン
ク
か
ら
給
油
す
る

仮
設
の
青
空
Ｓ
Ｓ
が
開
所

し
た
５
年
前
と
時
期
が
重

な
る
が
、
当
時
と
比
べ
石

油
業
界
の
災
害
対
応
力
は

大
幅
に
強
化
さ
れ
て
い
る

▼
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

石
油
は
災
害
時
の
〝
最
後

の
砦
〞と
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
も
震
災
直
後
に
Ｓ
Ｓ

に
給
油
の
車
列
が
み
ら
れ

た
よ
う
に
避
難
所
へ
の
移

動
や
車
中
泊
す
る
人
た
ち

を
支
え
て
い
る
。
今
後
は

復
旧
を
支
援
し
て
い
く
た

め
に
砦
の
威
力
を
発
揮
す

る
こ
と
に
な
る
。

▼
熊
本
県
を

中
心
に
家
屋

の
倒
壊
、
土

砂
崩
れ
、
道

路
の
寸
断
な

ど
大
き
な
被

害
を
も
た
ら

し
た
熊
本
地

き
ょ
う
の
紙
面

２面　熊本地震・情報集約へ急ピッチ
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報

３面　関東版・交通局軽油落札結果／
近畿版・ＧＷ商戦が問う今後

４面　お客様版ぜんせき
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「
自
分
が
決
め
た
こ
と
を

や
り
抜
く
気
概
が
自
分
の
成

長
に
つ
な
が
る
」を
理
念
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
Ｓ
Ｓ
拠
点

づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
の

が
玉
木
昌
士
社
長
（
大
成
石

油
社
長
・
Ｊ
Ｘ
系
）
。
広
島

石
商
副
理
事
長
、
県
油
政
連

会
長
と
し
て
も
組
合
活
動
を

牽
引
す
る
。

　

広
島
市
内
で
も
相
次
ぐ
県

外
業
者
の
進
出
や
Ｊ
Ａ
、
一

部
の
Ｐ
Ｂ
な
ど
に
よ
る
価
格

競
争
に
よ
っ
て
、
地
元
業
者

は
厳
し
い
環
境
下
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
「
社
員
が
充
実
感
と
成

長
感
を
感
じ
ら
れ
る
会
社
、

お
客
様
が
安
心
と
快
適
を
得

ら
れ
る
拠
点
と
し
て
、
双
方

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
き
た
い
」と
、

地
域
密
着
型
の
Ｓ
Ｓ
経
営
に

努
力
し
て
い
る
。そ
し
て「
将

来
、
燃
料
が
ど
う
変
わ
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、
今
後
も
車

に
関
連
し
た
業
態
を
し
っ
か

り
と
続
け
て
い
き
た
い
」と
、

迫
り
く
る
業
界
変
化
へ
の
対

応
に
も
余
念
が
な
い
。

　

組
織
活
動
で
は
、
青
年
部

会
の
会
長
と
し
て
若
手
経
営

者
の
ま
と
め
役
と
し
て
の
経

験
も
あ
る
。
「
微
力
で
は
あ

る
が
、
Ｓ
Ｓ
業
界
の
安
定
化

に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
強
調
す
る
。

　

休
日
は
読
書
で
見
聞
を
広

め
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
汗

を
か
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
る
。

広島石商
副理事長　玉木 昌士氏

まとめ役

業
界
の
発
展
願
っ
て

東 南西 北ズ ー ム
ア ッ プ

中核ＳＳなどからの連絡を受ける大分石商職員

2015年度（４ー３月）分析結果
ハイオク レギュラー 灯　油 軽　油

分析数 不適合 分析数 不適合 分析数 不適合 分析数 不適合
北海道 1,594 2 1,635 0 1,881 18 1,637 2 
青　森 537 1 580 0 560 1 577 4 
岩　手 454 1 494 0 561 1 494 1 
宮　城 651 1 689 0 688 3 680 4 
福　島 837 1 873 0 847 1 870 5 
秋　田 460 0 498 0 491 0 496 1 
山　形 361 0 391 0 475 1 385 0 

新　潟 769 1 804 0 864 12 797 5 
長　野 836 0 871 0 922 8 865 6 
群　馬 596 2 623 0 607 3 621 0 
栃　木 411 1 452 2 444 3 444 2 
茨　城 1,078 3 1,118 0 1,103 1 1,114 3 
埼　玉 1,223 0 1,244 0 1,218 3 1,236 1 
山　梨 240 1 253 0 240 1 251 3 

千　葉 1,318 1 1,376 0 1,347 12 1,369 3 
東　京 1,353 0 1,363 0 1,158 23 1,334 4 
神奈川 1,213 3 1,228 0 1,190 18 1,220 2 
静　岡 1,144 1 1,169 0 1,148 7 1,160 4 

愛　知 1,585 0 1,614 0 1,566 13 1,606 7 
三　重 763 0 800 0 633 4 789 5 
岐　阜 852 0 879 0 855 3 872 5 
富　山 376 0 378 0 374 1 377 1 
石　川 279 1 287 0 279 0 284 1 

福　井 334 1 347 0 338 1 342 0 
滋　賀 288 0 299 0 293 1 299 0 
京　都 566 0 578 0 559 4 576 0 
大　阪 1,149 0 1,177 0 947 12 1,159 1 
奈　良 469 0 485 0 325 1 483 0 
和歌山 437 0 478 0 423 0 464 1 
兵　庫 1,074 2 1,097 1 1,092 7 1,091 5 

岡　山 676 0 723 1 694 2 709 0 
広　島 1,103 1 1,162 0 1,134 7 1,159 5 
鳥　取 279 0 286 0 374 1 286 0 
島　根 411 0 442 0 440 0 440 2 
山　口 639 0 664 0 655 0 659 1 

徳　島 308 0 336 0 327 0 331 0 
高　知 265 0 288 0 281 0 287 0 
愛　媛 553 0 605 0 596 0 598 0 
香　川 375 0 376 0 367 0 376 0 

福　岡 1,231 2 1,293 0 1,277 6 1,279 3 
大　分 557 0 582 0 573 2 575 1 
佐　賀 366 2 381 0 374 0 376 0 
長　崎 383 1 409 0 406 0 404 1 
熊　本 641 0 757 0 738 4 754 2 
宮　崎 516 1 555 0 546 0 553 1 
鹿児島 809 1 907 0 887 1 906 5 
沖　縄 288 1 359 0 105 0 315 0 
合　計 32,647 32 34,205 4 33,202 186 33,899 97 

Ｊ本田の千葉ＳＳは灯油を
１円値上げした（18日） 

　

【
大
分
】「
熊
本
地
震
」

の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

た
め
、
大
分
石
商
（
西
謙

二
理
事
長
）
は
16
日
か
ら

県
内
の
中
核
Ｓ
Ｓ
と
小
口

配
送
拠
点
を
対
象
に
、
Ｓ

Ｓ
の
被
害
状
況
や
石
油
製

品
供
給
体
制
な
ど
に
つ
い

て
一
斉
に
調
査
を
行
っ

た
。
Ｓ
Ｓ
へ
の
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
が
、
一
時

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
到
着

が
遅
れ
た
ケ
ー
ス
が
み
ら

れ
た
。

　

同
石
商
は
16
日
早
朝
か

ら
県
内
45
ヵ
所
の
中
核
・

小
口
配
送
拠
点
Ｓ
Ｓ
に
一

斉
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
で
、

状
況
報
告
を
要
請
、
全
Ｓ

Ｓ
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。

日
田
市
の
Ｓ
Ｓ
か
ら
は

「
断
水
し
た
た
め
洗
車
機

が
作
動
で
き
な
い
」
、
玖

珠
町
か
ら
は
「
事
務
所
の

ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
」
な
ど

の
報
告
が
あ
っ
た
。ま
た
、

そ
の
後
に
「
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
が
予
定
の
時
間
に
な

っ
て
も
到
着
し
な
い
」
と

い
う
連
絡
が
入
っ
た
が
、

夕
刻
ま
で
に
は
無
事
に
着

い
た
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
は
14

日
か
ら
、
熊
本
地
震
で
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

る
震
度
５
以
上
の
地
域
の

通
行
可
能
な
道
路
の
参
考

情
報
と
し
て
、
プ
ロ
ー
ブ

事
業
者
（
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン

ダ
、
日
産
、
い
す
ゞ
、
ボ

ル
ボ
グ
ル
ー
プ
、
パ
イ
オ

ニ
ア
、
富
士
通
）
か
ら
提

供
を
受
け
た
通
行
実
績
デ

ー
タ
を
集
計
（
匿
名
か
つ

統
計
的
に
作
成
）
し
て
、

「
乗
用
車
・
ト
ラ
ッ
ク
通
行

実
績
情
報
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
「
通
行
実
績
が

あ
っ
て
も
現
在
通
行
で
き

る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の

で
は
な
く
、
通
行
止
め
箇

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
16

日
朝
か
ら
熊
本
地
震
の
影

響
で
停
止
し
て
い
た
大
分

製
油
所
に
お
け
る
製
品
出

荷
を
同
日
午
後
２
時
30
分

か
ら
再
開
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
油
槽
所
を

含
め
、
九
州
地
区
の
出
荷

機
能
は
す
べ
て
復
旧
し

た
。
大
分
製
油
所
は
九
州

唯
一
の
製
油
所
で
、
ト
ッ

パ
ー
能
力
は
日
量
13
万
６

千
バレル  
。な
お
、一
部
系
列
Ｓ

Ｓ
の
休
止
は
依
然
続
い
て

い
る
と
し
て
い
る
。

　

熊
本
地
震
の
被
害
に
つ

い
て
、
タ
ツ
ノ
が
18
日
午

後
３
時
30
分
現
在
で
ま
と

め
た
Ｓ
Ｓ
被
害
は
90
件
と

な
っ
た
。
15
日
時
点
の
被

害
は
熊
本
県
に
限
定
さ
れ

て
い
た
が
、
18
日
は
熊
本

が
依
然
72
件
と
圧
倒
的
に

多
い
も
の
の
、大
分
12
件
、

福
岡
３
件
、
佐
賀
、
長
崎
、

鹿
児
島
が
各
１
件
と
な

り
、
被
害
は
九
州
６
県
に

拡
大
し
た
。
複
数
あ
っ
た

被
害
内
容
は
熊
本
で
「
建

物
ひ
び
割
れ
」
、
「
防
火

塀
亀
裂
」
な
ど
被
害
の
大

き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
が
多
く
、
全
体
的
に
は

「
油
面
計
エ
ラ
ー
」な
ど
が

多
数
発
生
し
て
い
る
。

　

【
京
都
】
富
永
製
作
所

（
本
社
・
京
都
市
、
大
蔵

浩
二
社
長
）
は
14
日
の
熊

本
県
を
中
心
と
し
た
震
度

７
の
強
い
地
震
に
対
し
、

本
社
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
た
。

　

同
社
で
は
「
今
回
の
地

震
は
、
熊
本
県
を
中
心
に

九
州
全
体
の
広
範
囲
で
震

度
が
観
測
さ
れ
、
今
後
も

余
震
が
起
き
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
事

業
所
な
ど
と
連
絡
を
密
に

と
り
、
早
期
復
旧
に
全
力

を
挙
げ
て
対
応
し
て
い
ま

す
」
と
、
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

所
は
、
通
行
実
績
が
あ
る

場
合
で
も
通
行
し
な
い
で

く
だ
さ
い
」
と
注
意
を
促

し
て
い
る
。

　

一
方
、ト
ヨ
タ
は「
通
れ

た
道
マ
ッ
プ
」、ホ
ン
ダ
は

「
災
害
エ
リ
ア
の
通
行
実

績
情
報
マ
ッ
プ
」
を
そ
れ

ぞ
れ
の
Ｈ
Ｐ
で
掲
載
中
。

　

日
本
道
路
交
通
情
報
セ

ン
タ
ー
は
「
災
害
時
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
」と
し
て
、

熊
本
、
大
分
両
県
の
通
行

止
め
や
渋
滞
状
況
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

　

「
生
活
物
資
の
輸
送
に

支
障
が
出
る
の
で
、
不
要

不
急
の
ク
ル
マ
の
利
用
は

控
え
る
」
よ
う
呼
び
か
け

る
一
方
、
九
州
道
・
植
木

Ｉ
Ｃ
付
近
の
渋
滞
が
激
し

い
た
め
、
福
岡
方
面
か
ら

は
南
関
Ｉ
Ｃ
ま
た
は
菊
水

Ｉ
Ｃ
の
利
用
を
促
し
て
い

る
。

　

国
土
交
通
省
は
18
日
、

熊
本
地
震
に
伴
い
熊
本
県

全
域
と
大
分
県
の
一
部
地

車
検
証
有
効
期
間
が
４
月

15
〜
５
月
14
日
ま
で
の
車

両
に
つ
い
て
、
５
月
15
日

ま
で
有
効
期
間
を
伸
長
す

る
と
発
表
し
た
。

　

対
象
地
域
に
使
用
の
本

の
再
伸
長
お
よ
び
対
象
車

両
の
追
加
を
検
討
す
る
と

し
て
い
る
。

域
（
別
府
、
日

田
、
竹
田
、
豊

後
大
野
、
由
布

の
５
市
と
九

重
、
玖
珠
の
２

町
）
に
使
用
の

本
拠
を
有
す
る

車
両
の
う
ち
、

拠
を
有
す
る
車
両

は
１
５
８
万
台
強

あ
り
、
そ
の
中
で

該
当
車
両
は
約
３

万
９
０
０
台
。

　

な
お
、
対
象
地

域
の
状
況
な
ど
に

応
じ
、
有
効
期
間

が
削
減
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
試
買
対
象
Ｓ
Ｓ
の
重

点
化
を
図
っ
た
た
め
、
試

買
件
数
は
ほ
ぼ
半
減
し
て

い
る
。
試
買
数
減
少
に
比

例
し
て
不
適
合
Ｓ
Ｓ
数
も

減
少
し
た
。

　

不
適
合
率
は
揮
発
油
が

減
少
し
、
灯
油
・
軽
油
は

ほ
ぼ
前
年
度
と
同
レ
ベ
ル

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
第
４

四
半
期
も
含
め
、
全
体
と

し
て
前
年
比
で
大
き
な
変

化
は
な
く
、
全
体
的
に
は

良
好
な
状
態
が
保
た
れ
て

い
る
。

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
の
運

営
す
る
８
Ｓ

Ｓ
（
群
馬
・

新
田
店
、
千

代
田
店
、
栃

木
・
宇
都
宮

店
、
千
葉
・

富
里
店
、
千

葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン（
Ｎ
Ｔ
）

店
、千
葉
店
、

埼
玉
・
幸
手
店
、
東
京
・

瑞
穂
店
）
は
18
日
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
を
２
Ｓ

Ｓ
で
１
円
値
上
げ
し
、
新

田
が
１
０
７
円
、
宇
都
宮

が
１
０
６
円
と
し
た
。
他

６
Ｓ
Ｓ
は
据
え
置
き
で
、

千
代
田
、
幸
手
、
瑞
穂
は

１
０
５
円
、
富
里
、
千
葉

Ｎ
Ｔ
、
千
葉
の
千
葉
３
Ｓ

Ｓ
は
１
０
３
円
。

　

灯
油
は
千
葉
３
Ｓ
Ｓ
の

み
１
円
値
上
げ
し
、
新
田

が
49
円
、
他
７
Ｓ
Ｓ
が
46

円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
軽

油
は
瑞
穂
の
み
１
円
値
上

げ
し
、
新
田
、
千
代
田
、

宇
都
宮
、
瑞
穂
が
79
円
、

幸
手
が
77
円
、
千
葉
３
Ｓ

Ｓ
が
75
円
。

　

【
仙
台
】
油
政
連
東
北

支
部（
荻
原
正
夫
支
部
長
）

は
15
日
に
開
い
た
県
連
会

長
会
議
で
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
荻
原
支

部
長（
秋
田
油
政
連
会
長
、

協
和
石
油
会
長
・
コ
ス
モ

系
＝
写
真
）
の
留
任
を
内

定
し
た
。
６
月
９
日
に
開

催
す
る
支
部
総
会
で
正
式

決
定
す
る
。

　

【
富
谷
＝
宮
城
】
コ
ス

ト
コ
富
谷
倉
庫
店
併
設
Ｓ

Ｓ
は
15
日
か
ら
、
ガ
ソ
リ

ン
価
格
を
１
円
上
げ
て
レ

ギ
ュ
ラ
ー
１
０
３
円
、
ハ

イ
オ
ク
１
１
３
円
と
し

た
。
軽
油
は
78
円
、
灯
油

は
44
円
で
据
え
置
き
。

　

太
陽
石
油
は
先
ご
ろ
、

愛
媛
県
松
山
市
内
で
、「
Ｓ

Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｏ
×
愛
媛
マ
ン

ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
野
球

教
室
」
を
開
催
し
た
（
写

真
）
。

　

当
日
は
天
候
不
順
だ
っ

た
が
、
参
加
し
た
小
中
学

生
78
人
は
、昨
シ
ー
ズ
ン
、

独
立
リ
ー
グ
日
本
一
を
達

成
し
た
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン

パ
イ
レ
ー
ツ
の
選
手
か
ら

技
術
を
学
び
取
ろ
う
と
、

熱
心
に
指
導
を
受
け
る
姿

が
見
ら
れ
た
。

　

同
社
は
よ
り
多
く
の
青

少
年
が
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
を
高
め
、
健
全
な
精
神

の
育
成
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
こ
う
し
た

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
継
続
し

て
開
催
し
て
い
く
意
向

だ
。

　

安
立
康
夫
氏
（
元
岐
阜

石
商
・
協
副
理
事
長
、西
濃

ア
ポ
ロ
会
長
）　

15
日
死

去
、
86
歳
。
葬
儀
・
告
別

式
は
19
日
、
大
垣
市
鶴
見

斎
場
で
、
同
社
・
鶴
見
運

輸
・
安
立
家
の
合
同
葬
と

し
て
執
り
行
わ
れ
た
。
葬

儀
委
員
長
は
県
石
商
顧
問

の
猫
田
孝
自
民
党
岐
阜
県

連
幹
事
長
。
喪
主
は
長
男

で
同
社
社
長
の
光
宏
氏
。

　

全
石
連
関
東
支
部
（
森

洋
支
部
長
）
は
15
日
、
理

事
長
・
経
営
委
員
長
合
同

会
議
を
開
催
し
た
。
会
合

で
は
、
役
員
選
考
委
員
会

の
星
野
進
委
員
長
（
埼
玉

石
商
理
事
長
）
か
ら
、
次

期
関
東
支
部
長
に
新
潟
石

商
理
事
長
の
浜
田
忠
博
氏

が
内
定
し
た
こ
と
を
報
告

（
一
部
既
報
）
。
浜
田
理

事
長
は
「
経
験
豊
富
な
皆

さ
ん
か
ら
、
な
に
か
あ
れ

ば
叱
咤
激
励
で
は
な
く
、

叱
咤
叱
咤
で
も
構
わ
な
い

の
で
、
支
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
関
東
１
都
10
県

の
支
援
を
訴
え
た
。

　

森
洋
支
部
長
（
写
真
）

は
「
原
油
価
格
が
高
騰
し

つ
つ
あ
り
、
為
替
は
少
し

持
ち
直
し
て
き
て
い
る
よ

う
だ
。
５
月
の
大
型
連
休

商
戦
を
控
え
、
再
投
資
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
べ
き
」
と
採
算
販

売
の
徹
底
を
訴
え
た
。
14

日
夜
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
つ
い
て
は
「
一
日
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
お

り
、
我
々
と
し
て
も
な
ん

ら
か
の
手
伝
い
を
し
た

い
。
こ
う
し
た
事
態
に
、

我
々
石
油
販
売
業
界
と
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
組
ん

で
実
施
し
て
い
る
中
核
Ｓ

Ｓ
の
機
能
が
問
わ
れ
て
く

る
場
面
で
も
あ
る
」
と
災

害
時
の
石
油
製
品
供
給
基

盤
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。一
方
で「
組

合
組
織
の
改
選
や
、
元
売

の
統
合
を
控
え
、
業
界
の

流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
の
で
、
新
た
な
気

持
ち
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。こ
こ
か
ら
先
は
、

我
々
が
全
く
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
こ
と
ば
か
り
。

先
行
き
を
見
通
す
こ
と
は

難
し
い
が
、
想
定
さ
れ
る

事
態
に
対
し
て
、
取
る
べ

き
行
動
は
な
に
か
を
常
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

　

全
国
石
油
協
会
が
集
計

し
た
２
０
１
５
年
度
通
期

（
15
年
４
月
〜
16
年
３
月
）

に
お
け
る
Ｓ
Ｓ
４
油
種
の

試
買
分
析
結
果
に
よ
る

と
、
試
買
件
数
、
不
適
合

Ｓ
Ｓ
数
、
不
適
合
率
は
そ

れ
ぞ
れ
ハ
イ
オ
ク
が
３
万

２
６
４
７
件
、
32
Ｓ
Ｓ
、

０
・
10
％
（
前
年
度
は
６

万
４
２
１
５
件
、
１
１
８

Ｓ
Ｓ
、
０
・
18
％
）
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
が
３
万
４
２
０

５
件
、
４
Ｓ
Ｓ
、
０
・
01

％
（
６
万
８
４
７
６
件
、

40
Ｓ
Ｓ
、
０
・
06
％
）
、

灯
油
が
３
万
３
２
０
２

件
、
１
８
６
Ｓ
Ｓ
、
０
・

56
％（
６
万
５
３
５
６
件
、

４
３
０
Ｓ
Ｓ
、０
・
66
％
）、

軽
油
が
３
万
３
８
９
９

件
、
97
Ｓ
Ｓ
、
０
・
29
％

（
６
万
７
７
９
８
件
、
１

９
１
Ｓ
Ｓ
、
０
・
28
％
）

だ
っ
た
。

　

昨
年
度
に
行
政
レ
ビ
ュ

ー
の
指
摘
を
受
け
、
予
算

の
胆
振
総
合
振
興
局
を
訪

問
す
る
。
同
局
長
と
北
海

道
教
育
庁
胆
振
教
育
局
長

に
宛
て
て
、
石
油
類
の
調

達
に
お
い
て
受
注
機
会
の

確
保
を
求
め
る
要
望
書
を

提
出
し
、
国
の
官
公
需
方

針
を
徹
底
す
る
よ
う
要
請

す
る
予
定
。

　

【
室
蘭
＝
北
海
道
】
苫

小
牧
地
方
石
協
の
阿
部
明

弘
理
事
長
と
胆
振
地
方
石

協
の
濱
中
實
理
事
長
は
、

26
日
午
前
11
時
に
室
蘭
市

太　

陽

愛
媛
Ｍ
パ
イ
レ
ー
ツ
の

野
球
教
室
に
78
人
参
加

26
日
に
胆
振
石
協

と
振
興
局
訪
問

苫
小
牧
石
協

本
社
内
に
災
害

対
策
本
部
設
置

富
永
製
作
所

レ
ギ
ュ
ラ
ー

１
円
上
げ
103
円

コ
ス
ト
コ
富
谷
店

16
日
午
後
、
大
分

製
油
所
出
荷
再
開

Ｊ
Ｘ
エ
ネ

災
害
時
の
Ｓ
Ｓ
重
要
性
強
調

変
動
期
は
ア
ン
テ
ナ
高
く
し
て
関東支部

油
政
連

東
北
支
部　

荻
原
支
部
長
留
任
へ

Ｊ
本
田　

Ｇ
上
げ
103
〜
107
円

道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｐ
で
交
通
情
報
提
供

断
水
、ガ
ラ
ス
破
損
な　

　

ど

確
認

大　分

タ 

ツ 

ノ

 

日
調
べ 

Ｓ
Ｓ
被
害
は
90
件

18

国 交 省

被災地の車検
有効期間伸長

熊本
地震 情報集約へ急ピッチ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン

14：30現在 前日比 限月 14：30現在 前日比

（前日出来高3,812枚） ガソリン （前日出来高34枚）

40,910 △1,320 ⑤限月 39,500 △1,000
41,220 △1,410 ⑥限月 39,600 △600
41,150 △1,350 ⑦限月 40,000 △510
41,110 △1,350 ⑧限月 39,500 △500
40,480 △1,400 ⑨限月 - -
39,720 △1,370 ⑩限月 38,450 △750

（前日出来高411枚） 灯　油 （前日出来高5枚）

34,600 △1,600 ⑤限月 - -
34,950 △1,530 ⑥限月 - -
35,270 △1,490 ⑦限月 - -
35,780 △1,450 ⑧限月 - -
36,360 △1,480 ⑨限月 - -
37,150 △1,680 ⑩限月 36,500 △100

（前日出来高0枚） 軽　油
- - ⑤限月
- - ⑥限月
- - ⑦限月
- - ⑧限月
- - ⑨限月
- - ⑩限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・４／19

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 37.61（▲2.40）
￥／ＫＬ 26,047（▲1,383）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 39.78（▲0.58）
￥／ＫＬ 27,554 （▲120）

原油指標

石油協会

対
象
重
点
化
で
件
数
が
半
減

不
適
合
率
Ｇ
減
少

15
年
度
試
買
分
析
結
果
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栃
木
石
商
の
瀧
澤
資
介

副
理
事
長（
那
須
塩
原
市
、

ウ
エ
タ
ケ
社
長
・
Ｅ
Ｍ
Ｇ

系
）
が
会
長
を
務
め
る
駅

前
地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
た
「
え
き
っ
ぷ
く
ろ
い

そ
」
は
こ
の
ほ
ど
、
「
え

き
っ
ぷ
好
き
っ
ぷ
交
流
広

場
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。

　

「
え
き
っ
ぷ
」
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
チ
ー
ム
を
意
味

し
、
２
０
１
８
年
に
完
成

予
定
の
交
流
セ
ン
タ
ー
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実

施
。
当
日
は
地
元
の
キ
ッ

ズ
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
が

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
写
真
）

を
披
露
す
る
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

市
長
や
国
会
議
員
も
参
加

し
た
ほ
か
、
地
元
テ
レ
ビ

局
や
、
ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｎ
Ｎ

が
取
材
に
訪
れ
た
。

　

瀧
澤
会
長
は
「
再
来
年

に
は
こ
こ
に
交
流
セ
ン
タ

ー
が
新
設
さ
れ
る
。
多
く

の
住
民
の
方
々
に
利
用
し

て
も
ら
い
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
て
い
る
。

　

表
は
首
都
圏
の
主
要
都

市
（
東
京
都
、
横
浜
市
、
川
崎
市
）
の
交
通
局
が
３

月
中
に
実
施
し
た
、
４
月

〜
６
月
間
で

運
行
バ
ス
向

け
軽
油
の
落

札
価
格
を
集

計
し
た
も

の
。

　

集
計
の
結

果
、
２
０
１

５
年
の
平
均

価
格
は
、
原

油
価
格
が
下

落
し
た
こ
と

で
、
前
年
度

と
比
較
し
て

18
・
３
円
安

の
66
・
１
円

と
な
っ
た
。

　

地
域
別
で

見
る
と
、
東
京
都
は
平
均

で
68
・
１
円
、
横
浜
市
は

平
均
64
・
６
円
、
川
崎
市

は
平
均
64
・
８
円
と
な
り
、

神
奈
川
県
の
方
が
割
安
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

落
札
業
者
か
ら
み
る

と
、
サ
ン
オ
ー
タ
ス
社
は

14
年
で
は
、
10
件
中
８
件

落
札
し
、
ほ
ぼ
一
人
勝
ち

状
態
だ
っ
た
の
に
対
し

て
、
15
年
は
３
件
し
か
落

札
で
き
て
い
な
い
。ま
た
、

元
売
販
社
で
あ
る
キ
グ
ナ

ス
興
産
が
横
浜
市
の
第
１

ブ
ロ
ッ
ク
と
、
川
崎
市
の

上
平
間
と
塩
浜
の
営
業
所

で
使
用
す
る
分
を
落
札
し

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

こ
こ
数
年
、
い
ず
れ
も
大

手
や
県
外
事
業
者
が
安
値

で
落
札
し
て
お
り
、
地
場

中
小
の
Ｓ
Ｓ
は
参
入
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
の
が
実

態
だ
。

　

２
０
１
５
年
８
月
28
日

に
閣
議
決
定
し
た
官
公
需

契
約
の
基
本
方
針
に
は
、

「
中
小
石
油
販
売
業
者
に

対
す
る
配
慮
」
と
い
う
文

言
が
打
ち
出
さ
れ
て
お

り
、
自
治
体
側
に
は
こ
う

し
た
方
針
に
沿
っ
て
、
地

場
中
小
Ｓ
Ｓ
の
活
用
が
求

　

関
彰
商
事（
茨
城
県
筑
西
市
、

関
正
樹
社
長
・
Ｊ
Ｘ
系
）
は
先

ご
ろ
、
つ
く
ば
市
内
で
グ
ル
ー

プ
全
体
の
勤
続
10
年
従
業
員
を

対
象
と
し
た
表
彰
式
「
飛
躍
の

会
」
を
開
催
し
た
。

　

式
典
は
勤
続
10
年
を
迎
え
る

社
員
が
企
画
発
案
し
、
関
社
長

を
含
め
た
経
営
幹
部
に
対
し
今

後
の
決
意
表
明
を
発
表
す
る
も

の
で
、
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
社
員
一
人
ひ
と
り

が
、
羽
根
に
見
立
て
た
色
紙
に

今
後
の
目
標
を
独
自
の
４
字
熟

語
で
表
現
。
そ
れ
ら
の
色
紙
を

一
枚
の
巨
大
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に

集
約
し
て
貼
り
つ
け
た
後
、
著

名
な
書
道
家
が
今
後
の
飛
躍
を

祈
念
し
「
鷹
」
の
墨
文
字
ア
ー

ト
を
記
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
と
な
っ
た
役

員
ら
と
の
懇
談
会
で
は
、
今
後

の
仕
事
へ
の
取
り
組
み
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
策
な
ど
に
つ

い
て
積
極
的
に
意
見
交
換
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

　

静
岡
石
商
の
中
島
博
康

副
理
事
長
が
会
長
を
務
め

る
静
岡
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
は
、
危
険
物
取

扱
者
試
験（
乙
種
第
４
類
）

の
受
験
者
を
対
象
と
し
た

予
備
講
習
を
５
月
７
日
か

ら
県
内
約
25
ヵ
所
で
開
催

す
る
。
講
習
で
は
法
令
や

基
礎
的
な
物
理
学
・
化
学
、

危
険
物
の
性
質
な
ど
を
学

ぶ
。
１
回
の
受
講
料
で
１

年
間
は
何
度
で
も
再
受
講

が
可
能
だ
。
詳
細
な
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局
（
電
話

＝
０
５
４
―
２
５
２
―
５

５
１
２
）
ま
で
。

　

中
島
会
長
は
「
こ
の
講

習
会
は
優
秀
な
講
師
が
務

め
ら
れ
る
。

　

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油

除
き
売
上
大
幅
増

３
月
・
Ｊ
本
田

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
が
先

ご
ろ
発
表
し
た
３
月
度
単

月
（
２
月
21
日
〜
３
月
20

日
）
の
営
業
実
績
に
よ
る

と
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
以

外
の
全
部
門
が
堅
調
で
、

売
上
高
は
前
年
同
期
比
０

・
６
％
増
、
客
数
は
１
・

８
％
増
と
な
っ
た
が
、
客

単
価
は
１
・
２
％
減
。
ガ

ソ
リ
ン
・
灯
油
部
門
を
除

い
た
売
上
高
は
６
・
１
％

と
大
幅
増
と
な
っ
た
。

既
存
店
の
売
上
高

と
客
数
は
前
年
増

３
月
・
コ
メ
リ

　

コ
メ
リ
が
先
ご
ろ
発
表

し
た
３
月
度
の
月
次
動
向

（
単
月
）
は
前
半
は
気
温

低
下
で
苦
戦
し
た
が
、
後

半
は
金
物
や
園
芸
用
品
な

ど
を
中
心
に
回
復
し
、
全

既
存
店
舗
の
売
上
高
は
前

年
同
期
比
で
０
・
５
％
増
、

客
数
は
２
・
６
％
増
と
な

っ
た
。
灯
油
を
除
い
た
売

上
高
は
２
・
８
％
増
。

め
、
高
い
合
格
率
を
誇
っ

て
い
る
。
乙
４
は
Ｓ
Ｓ
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
有
効
な

資
格
。
ま
だ
取
得
し
て
い

な
い
新
人
な
ど
は
ぜ
ひ
、

こ
の
予
備
講
習
を
受
講
し

取
得
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
効
果
を
強
調
す
る
。

　

第
５
回
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催埼　

玉

　

埼
玉
石
商
（
星
野
進
理

事
長
）
は
先
ご
ろ
、
埼
玉

県
寄
居
町
で
「
第
５
回
埼

玉
県
石
商
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
を
開
催
。
競
技
の
結

果
、
斎
藤
哲
也
社
長
（
羽

生
市
、
斎
徳
商
店
・
Ｊ
Ｘ

系
）
が
優
勝
し
、
準
優
勝

は
白
石
光
男
常
務
（
川
口

市
、シ
ラ
イ
シ
・
出
光
系
）、

３
位
は
齋
藤
茂
雄
氏
（
第

一
工
業
）
と
な
っ
た
。

志
村
副
理
事
長
㊨
か
ら
優
勝

賞
品
を
受
け
る
斎
藤
氏

　

東
京
都
と
横
浜
市
、
川
崎
市
の
交
通
局
が
実
施
し
た
、
運
行
バ
ス
向
け
の
軽
油
落
札
価
格
を
比
較
す
る

と
、
原
油
価
格
下
落
に
よ
り
昨
年
度
よ
り
も
20
円
近
く
安
価
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
元
売
販
社
や
県
外
大
手
が
相
次
い
で
落
札
し
て
い
る
実
態
も
判
明
し
て
お
り
、
自
治
体
側
に
は
、

昨
年
の
夏
ご
ろ
に
閣
議
決
定
し
た
、
官
公
需
契
約
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

交通局軽油
落 札 結 果

県
外
大
手
落
札
の
実
態

地
場
中
小
Ｓ
Ｓ
参
入
困
難
に

関
彰

商
事
「
飛
躍
の
会
」開
催
勤
続
10
年
従

業
員
を
表
彰

茨　城

静　

岡

危
安
協

乙
４
講
習
５
月
か　
　

ら

０
３
（
３
５
９
３
）
５
７
５
７

関
東
支
局
（

）

千
代
田
区
永
田
町

２‒

17‒

14 

石
油
会
館

関

東

式典では著名な書道家が「鷹」の
墨文字アートを記した

地
域
活
性
化
に
一
役

「
え
き
っ
ぷ
く
ろ
い
そ
」が
イ
ベ
ン
ト

栃　木

０
６
（
６
３
６
２
）
２
９
１
７

近
畿
支
局
（

）

大
阪
市
北
区
南
森
町
１‒

４‒

19

サ
ウ
ス
ホ
レ
ス
ト
ビ
ル
５
階

近

畿

　近畿地方の石油業界にとって29
日から始まるゴールデンウィーク
商戦は、大きな分岐点になりそう
だ。需給均衡が実現できるのか、
経営環境悪化への引き金となるの
か、大きな岐路がいよいよこれか
ら始まる10日間で決する可能性を
示唆する声は多く、ＳＳも「売る
ことと採算確保の両立が大きな課
題」とみている。

　

市
場
で
は
ガ
ソ
リ
ン
価

格
は
１
ヵ
月
あ
ま
り
で
５

円
か
ら
10
円
程
度
平
均
価

格
は
上
昇
し
た
。
元
売
仕

切
り
の
大
幅
値
上
げ
、
人

件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
に
対
応
し
た
形
だ
が
、

そ
れ
で
も
「
マ
ー
ジ
ン
は

薄
皮
を
剥
ぐ
よ
う
に
圧
縮

さ
れ
て
い
る
」
と
厳
し
い

状
況
を
訴
え
る
業
者
が
多

い
。

　

大
阪
府
の
老
舗
業
者
は

自
社
の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
に
つ

い
て
「
全
く
収
益
性
が
好

転
す
る
兆
し
が
な
い
。
こ

の
状
況
で
は
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

を
運
営
す
る
意
味
が
な

い
」
と
断
じ
る
。
コ
ス
ト

抑
制
は
限
界
に
達
し
、
残

る
手
段
は
フ
ル
サ
ー
ビ
ス

へ
の
再
転
換
で
、
車
販
を

は
じ
め
と
す
る
油
外
商
品

販
売
の
拡
大
を
講
じ
る
以

外
考
え
ら
れ
な
い
と
い

う
。

　

奈
良
県
の
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
Ｓ
Ｓ
を
運
営
す
る
業
者

も
「
い
ま
ま
で
は
油
主
体

の
商
売
だ
っ
た
が
、
も
う

限
界
。
こ
の
機
会
に
油
以

外
を
主
力
に
す
る
販
売
戦

略
を
考
え
た
い
」と
い
う
。

　

と
も
に
、
減
販
が
慢
性

化
し
て
い
る
こ
と
が
要
因

だ
が
、
「
連
休
商
戦
も
油

外
商
品
中
心
に
」
と
い
う

意
向
が
強
い
。
背
景
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
ガ
ソ
リ

ン
の
粗
利
益
が
確
保
で
き

な
い
状
況
が
あ
り
、
「
油

主
体
で
は
集
客
も
拡
販
も

で
き
な
い
」
と
い
う
判
断

が
働
い
て
い
る
。

　

奈
良
県
の
業
者
は
「
連

休
商
戦
に
は
あ
る
程
度
販

売
量
が
伸
び
る
こ
と
は
想

定
し
て
い
る
。
だ
が
、
一

気
に
経
営
を
好
転
さ
せ
る

ほ
ど
で
は
な
い
の
は
過
去

数
年
か
ら
明
ら
か
」
と
打

ち
明
け
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
Ｓ
Ｓ
で
の

セ
ー
ル
ス
力
を
油
外
商
品

に
傾
注
し
、
油
外
で
儲
け

た
い
の
が
本
音
の
よ
う

だ
。

　

「
給
油
客
以
外
の
顧
客

の
来
店
頻
度
を
高
め
る
こ

と
も
大
き
な
課
題
。
さ
ら

に
車
販
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
積
極
的
に
展
開
す
る
よ

う
従
業
員
と
話
し
合
っ
て

い
る
」
と
い
う
。

　

観
光
特
需
も
毎
年
減
り

続
け
る
地
域
が
増
え
て
い

る
の
が
実
態
と
い
う
地
域

も
多
く
、連
休
商
戦
は「
単

な
る
需
要
期
で
は
な
く
、

油
外
商
品
を
は
じ
め
Ｓ
Ｓ

の
収
益
性
を
高
め
る
転
換

期
」
と
定
め
る
業
者
が
増

え
て
い
る
。

　

近
畿
２
府
４
県
石
油
組

合
の
２
０
１
５
年
度
末

（
２
０
１
６
年
３
月
31
日

現
在
）
の
組
合
員
数
お
よ

び
Ｓ
Ｓ
数
が
ま
と
ま
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ

の
１
年
で
組
合
員
数
の
総

計
は
１
５
５
９
社
、
Ｓ
Ｓ

数
は
２
８
９
６
ヵ
所
と
な

り
、
減
少
率
は
組
合
員
数

で
３
％
、
Ｓ
Ｓ
数
で
２
％

と
な
っ
た
。

　

昨
年
度
に
比
べ
組
合
員

数
で
58
社
減
、
Ｓ
Ｓ
数
で

59
ヵ
所
の
減
少
で
あ
っ

た
。

　

府
県
別
で
は
兵
庫
県
が

組
合
員
数
４
３
６
社
（
前

年
比
10
社
減
）
、
Ｓ
Ｓ
数

９
１
７
ヵ
所
（
15
ヵ
所

減
）
、
大
阪
府
が
４
３
５

社
（
22
社
減
）
、
８
９
６

ヵ
所
（
22
ヵ
所
減
）
、
和

歌
山
県
が
２
１
７
社
（
８

社
減
）、２
９
１
ヵ
所（
７

ヵ
所
減
）
、
京
都
府
が
１

７
４
社
（
３
社
減
）
、
３

４
３
ヵ
所
（
５
ヵ
所
減
）
、

奈
良
県
が
１
５
３
社
（
８

社
減
）、２
２
４
ヵ
所（
５

ヵ
所
減
）
、
滋
賀
県
が
１

４
４
社
（
７
社
減
）
、
２

２
５
ヵ
所
（
５
ヵ
所
減
）

だ
っ
た
。

　

近
畿
府
県
で
は
Ｓ
Ｓ
数

は
す
で
に
兵
庫
県
が
最
多

と
な
っ
て
い
た
が
、
組
合

員
数
で
も
こ
れ
ま
で
大
阪

府
が
最
多
だ
っ
た
も
の
が

１
社
な
が
ら
兵
庫
県
が
最

多
と
な
り
、
大
阪
府
の
Ｓ

Ｓ
は
９
０
０
ヵ
所
の
大
台

も
割
り
込
ん
だ
。
た
だ
、

全
体
的
に
は
組
合
員
数
、

Ｓ
Ｓ
数
と
も
に
減
少
傾
向

は
鈍
化
し
て
い
る
。

　

軽
油
市
場
は
需
要
に
一

定
の
安
定
感
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
近
畿
地
方
の
石

油
販
売
業
者
か
ら
、
「
Ｓ

Ｓ
店
頭
の
価
格
差
は
ど
の

よ
う
に
説
明
す
れ
ば
よ
い

の
か
」
と
の
声
も
強
い
。

　

産
業
向
け
や
大
口
で
の

価
格
差
は
表
面
上
に
現
れ

に
く
い
が
、
店
頭
軽
油
の

表
示
で
㍑
20
円
近
い
価
格

差
が
あ
り
、
業
者
は
「
そ

れ
で
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
不

信
を
買
う
」と
懸
念
す
る
。

系
列
Ｓ
Ｓ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｓ
、
フ
ル

と
セ
ル
フ
で
価
格
差
は
あ

る
が
、
そ
の
格
差
が
20
円

近
く
ま
で
異
な
れ
ば
、
油

種
と
し
て
の
整
合
性
が
疑

問
視
さ
れ
る
の
も
確
か
。

地
場
業
者
は
「
仕
切
り
に

従
い
価
格
設
定
し
て
い
る

の
に
、
同
系
列
業
者
で
も

大
き
く
価
格
が
異
な
る
。

ガ
ソ
リ
ン
よ
り
ひ
ど
い
」

と
明
か
す
。
軽
油
の
販
売

姿
勢
が
Ｓ
Ｓ
間
で
異
な
る

の
も
事
実
だ
が
、
フ
リ
ー

ト
系
を
除
け
ば
、
量
販
対

象
に
な
ら
な
い
と
の
見
方

も
あ
る
。
需
要
回
復
基
調

に
あ
る
軽
油
の
市
場
価
値

に
つ
い
て
「
大
切
な
Ｓ
Ｓ

の
商
品
と
し
て
価
値
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
」
と
地

場
業
者
は
訴
え
る
。

採
算
販
売
に
徹
す
る
元
売
子
会
社
は
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

で
１
１
４
円
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
表
示

　

近
畿
地
方
に
本
社
を
置
く
複

数
の
広
域
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
業
者
の
勢
い
が
二
分
さ
れ

始
め
た
。
規
制
緩
和
と
同
時
に

オ
ー
プ
ン
し
た
業
者
の
Ｓ
Ｓ

は
、現
在
、全
国
各
地
へ
の
Ｓ
Ｓ

網
の
拡
大
が
と
ど
ま
る
一
方
、

新
興
Ｐ
Ｂ
業
者
が
広
域
化
を
図

る
こ
と
に
意
欲
的
で
、
Ｐ
Ｂ
業

者
の
販
路
拡
大
戦
略
の
温
度
差

か
ら
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｓ
展
開
の
可
能
性

と
限
界
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　

滋
賀
県
で
規
制
緩
和
時
代
の

象
徴
と
し
て
急
速
に
近
畿
各

地
、
さ
ら
に
全
国
展
開
を
開
始

し
た
Ｐ
Ｂ
業
者
は
、
現
在
、
広

域
化
を
み
せ
て
い
な
い
。ま
た
、

和
歌
山
県
の
Ｐ
Ｂ
業
者
も
大
阪

府
ま
で
進
出
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
は
Ｓ
Ｓ
網
は
広
が
り
が
み

ら
れ
な
い
。

　

一
方
、
同
県
の
後
発
Ｐ
Ｂ
業

者
は
県
下
か
ら
大
阪
府
、
奈
良

県
と
沿
線
上
に
Ｓ
Ｓ
を
展
開

し
、
最
近
で
は
関
東
や
四
国
に

も
Ｓ
Ｓ
を
新
設
し
て
い
る
。

　

い
わ
ば
老
舗
Ｐ
Ｂ
業
者
が
広

域
化
に
歯
止
め
が
か
か
る
一

方
、
新
興
勢
力
が
急
速
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
背
景
に
つ

い
て
、
商
社
は
「
資
金
と
仕
入

れ
の
違
い
」
と
み
て
い
る
。
資

金
面
で
は
老
舗
Ｐ
Ｂ
の
場
合
、

競
売
物
件
な
ど
で
Ｓ
Ｓ
展
開
を

図
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
新
興

Ｐ
Ｂ
は
全
面
新
設
が
ほ
と
ん

ど
。
資
産
価
値
が
後
発
Ｐ
Ｂ
の

Ｓ
Ｓ
に
は
あ
る
と
い
う
。ま
た
、

仕
入
れ
に
つ
い
て
も
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
が
後
発
Ｐ
Ｂ
に
多
く
、
平

常
時
で
あ
れ
ば
コ
ス
ト
抑
制
機

能
が
高
い
と
み
て
い
る
。

　

広
域
化
す
る
Ｐ
Ｂ
業
者
に
と

っ
て
、
今
後
、
新
設
物
件
で
多

数
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
選

択
が
潮
流
と
な
り
そ
う
だ
。

燃
料
油
主
体

経
営
岐
路
に　

質
、量
確
保
が
課
題

Ｇ
Ｗ
商
戦
が
問
う
今
後

減少ペースは鈍化傾向

2015年度末２府４県組合員実勢

ＳＳ数2896ヵ所　
前年度比
59カ所減

軽
油
価
格
差
な
ぜ
拡
大
？

消
費
者
不
信
買
う
恐
れ

店
頭
表
示
で

約
20
円
差
も

広
域
Ｐ
Ｂ
政
策

新興業者ほどＳＳ網展開意欲的
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石油増税は絶対に反対です!
ＳＳから消費者の皆さまへのメッセージ

ＳＳからお客様へ 2016年
４月号

　またもや、ドライバーや石油製品の消費者に負担を押し付ける「炭素税」導入の話が出始
めました。日本では石油や石炭などの化石燃料に「石油石炭税」（石油製品の場合１㍑あた
り2.04円）を課していますが、これに上乗せする形で2012年10月から今年４月にかけて「地
球温暖化対策のための税」（段階的増税で合計0.76円）を導入しました。
　ところが、環境省はこれらの税とは別に、下段の記事（産経新聞４／５付）にもある通り、
ＣＯ２の排出量に応じて課税する「大型炭素税」の本格的な導入を検討するというのです。
　温暖化対策の国際ルールである「パリ協定」でＣＯ２排出量の大幅削減が求められている

税の話 不可解な新税構想がまた浮上しました

こと。さらに先般行われた政府の経済対策会議に出席した
米国の大学教授が、消費税増税を延期して炭素税を強化し
た方が景気刺激策になる、という主旨の提言をしたことな
どがきっかけになって、環境省が言い出したものです。
　石油製品にはガソリン税や軽油引取税など多重、多段階
でかつ巨額の税が課せられています。例えばガソリンの場
合、上記のイラストにある通り本体価格より税金の方が多
くなっているのが現状です。
　こういう税金漬けになっている石油製品に、地球温暖化
対策のための税が上乗せされたばかりなのに、同じような
目的の税、それも大型の税を別途、創設するというのはど
ういうことでしょうか。屋上屋を重ねる典型であり、消費
者を無視しているとしか言えないのではないでしょうか。
　全石連もすでに反対していますが、お客様の声が最も強
いのです。この新税案の動きをしっかりと注目していただ
きたいと思います。

「ぜんせき」 お客様版　vol. １８１
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